
 

 

 

 

 

 

 

 ４月には雪で覆われ真っ白だった白糠町も、見渡すと彩り豊かな花が咲き、風薫る季節となり

ました。新学期がスタートして、早くも 2 ヶ月が経とうとしています。13 名の全校児童生徒

も新しい先生方、新しい教室にも慣れてきた様子で、少しずつ自分らしさを発揮しながら、毎日

元気に通ってきています。 

 さて、５月は元号も新しくなり、子どもたちも職員も新たな気持ちで学校生活をスタートして

います。５月 10 日には新役員選挙が行われ、４人の役員が選挙で選ばれました。立候補した児

童生徒の話には「明るく、楽しい学校を作っていきたい」「楽しい企画を考えます」など、それ

ぞれが学校のことを思う気持ちが込められていました。見事当選した４人は協力して、それぞれ

の思いを実現できるようにがんばってほしいと願います。 

 また、当選発表の前に行われた投票がとても素敵な活動でした。白糠町選挙管理委員会からお

借りした本物の記載台と投票箱を使って、それぞれの方法で行います。自分で投票用紙に記入し

て投票箱に入れたり、候補者の写真を見て選んだり、先生の「○と☓どちらにしますか」の言葉

かけに対してボールを袋に入れるなど、真剣にそして楽しく選択を行いました。どのやり方を見

てもしっかりと選択の時間をとり、終わった後には自分の方法で投票した、という充実した表情

を浮かべていたのが心に残ります。「選択の科学」を著したシーナ・アイエンガー氏は『人生は

「選択」「偶然」「運命」の 3 つから成り立っている。この中で、自分の意思でコントロールで

きるのは選択だけだ。従い、人生をより良く生きようと思えば、選択の質を高めることが大切に

なる。』と著しました。自分のことは自分で決める、というとても当たり前、しかし誰にとって

も難しいこの「選択」を、子どもたちには自分なりの方法で自然にできるようになってほしいと

思います。好きでも嫌いでも構いませんし、選択したくないという気持ちも実は選択です。子ど

もたちのそういった主体的な気持ちをできるだけ伸ばし、それぞれの選択の質を高めていくこ

とが大事であると改めて感じました。 

 ６月からは運動会や宿泊学習など、様々な行事が待ち構えています。教職員一同、学園・保護

者・地域の方々と連携を図りながら教育活動を進めていきますので、今後ともご支援をよろしく

お願いいたします。 
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 6 月 29 日土曜日（9:30～12:05）に第 39 回大運動会が行われます。 

 今年度は、小学部 3 名、中学部 3 名、高等部 7 名の合計 13 名の児童生徒が紅組と白組に分

かれて競技をします。各児童生徒が主に運動や体育、からだの学習の成果を発揮する「個人競技」

や、小･中学部、高等部それぞれオリジナルの競技に取り組む「学部競技」、当日ご来場の幼児児

童・卒業生・一般の方が参加する「幼童一般競技」、全校児童生徒が力を合わせて取り組む「全

校競技」があります。また、今年度からふれあい競技では、白糠町の伝統の舞踊「白糠駒おどり」

を行います。保護者・白糠学園職員の皆様はもちろん、地域の方にも参加していただければと

思っております。 

 一人でも多くの方に児童生徒の活躍を見に来て頂き、皆で運動会を作り上げ、盛り上げて行け

たらと思います。当日は、日頃の学習や練習の成果を力いっぱい発揮できるよう、児童生徒はも

ちろん、教職員一丸となって努力して参りますので、たくさんのご声援を宜しくお願い致します。 

（健康安全部：佐藤彰信） 

 

 

 

 

 

 

 

８月１日（木）9:50～11:40 の日程で「サマーセミナーin しらぬか」を開催いたします。 

今年度は、株式会社 OKI ワークウェルから加藤義哲氏を講師に迎え、「会社に行かない働き方」

についての講演をして頂きます。 

OKI ワークウェルでは、肢体不自由等の障害によって通勤が困難な方に対し、様々な PC の

操作方法を提供することによって、自宅にいながら勤務することを可能にしています。本講演で

は、在宅勤務のデモンストレーションや在宅勤務者からのお話し、特別支援学校との連携、採用

に至るまでの流れの説明等を含めた内容を予定しております。保護者の皆様をはじめ、本校及び

近隣の特別支援学級の教員や、福祉施設関係者の方々にも参加していただけるよう、幅広く呼び

かけをしております。 

申込方法や詳細等につきましては、近日中に本校ホームページにアップいたしますので、ご参

照ください。たくさんの参加をお待ちしています。 

（研究部：柳田花菜）  



 

 

 

 みなさんは北海道白糠養護学校のホームページをご覧になったことはありますか？様々な検

索エンジンで「北海道白糠養護学校」と検索していただくか、下記の URL へアクセスしていた

だくとご覧になることができます。トップページには校舎や四季折々の学校周りの様子が表示

され、学校の様子や更新情報を見ることができます。その他にもくろーばーねっとわーく（根釧

地区特別支援教育ネットワーク協議会）、学校評価、学校評議員会、アクセス情報など、随時更

新しています。特に「学校案内」と「特別支援教育」のページには行事の様子や教材紹介、コラ

ムなどホットな情報が満載です。ぜひ一度ご覧ください。また、「教育・発達相談」や「入札情

報」など必要な情報もページ別に閲覧することができます。 

 本校のホームページでは、個人情報に留意しながら児童生徒の学習や行事の様子を発信して、

本校の教育活動への御理解、御協力を深めていきたいと考えています。ぜひ見ていただいて、本

校の取り組みを知っていただければ幸いです。 

（学芸部：吉田遼太郎） 

 

 

本校ホームページ URL：http://www.shiranuka-yougo.hokkaido-c.ed.jp/ 

 

 

 

 

 

 ５月２４日に、本年度第１回目の合同避難訓練（地震・津波を想定）を行いました。本校は海

岸に近いこともあり、隣接している白糠学園さんと一緒にいかに速く、安全に避難できるかを模

索しながら訓練を行っています。昨年度からは、巨大地震・巨大津波を想定し、万が一のときに

は車で避難することとして訓練を始めました。 

 児童生徒には、避難のときの約束として「おはしもち」の合い言葉で、「押さない、走らない、

しゃべらない、戻らない、近寄らない」を繰り返し指導しており、今回の訓練ではどの児童生徒

も落ち着いて車に乗り込むまでの避難を完了することができました。 

 今後も白糠学園さんだけではなく、白糠町役場や消防署、避難先であるパシクル町内会の皆さ

んのご協力を得ながら、全校児童生徒が安全に避難できるよう訓練を重ねていく予定です。 

（生徒指導部：才野眞弓） 

  



 

 

 

 

 第１回学校公開が、５月１４日（火）に行われました。今回は、学校関係者（保護者さん含む）、福祉関係

者など２０人弱の方が来校し、本校の授業の様子等を見学していただきました。また、学校概要説明や白糠学

園のご協力を得て、白糠学園の見学も行いました。アンケートでは、「個に合った自立活動の工夫が感じられ

る」「子どもたちがとても興味を持って授業に参加している姿がすばらしい」「指導案を配布して行うともっと

授業内容が伝わってくると思う」など、今後の参考になるご意見をいただきました。２回目は、９月２６日（木）

です。またご案内いたしますが、ぜひたくさんの方に来ていただき、本校の教育活動を見ていただければと思

います。次回、お待ちしております。 

 

 

 

 

 『肢体不自由、病弱・身体虚弱特別支援学級学習会』を８月１日（木）１３時より本校で行います。今回の

学校だよりでもご案内していますが、本校の「サマーセミナー」終了後に毎年行っています。根室、釧路管内

の肢体不自由、病弱・身体虚弱の特別支援学級の先生方にお集まりいただき、学習のこと、自立活動のこと、

進路のことを一緒に学習しませんか。６月中旬に対象の学校にはご案内いたしますので、ぜひご参加ください。 

 『白糠町、釧路市音別地区における保・幼・小・中・高のコーディネーター等及び関係機関研究協議会白糠

研究協議会』は、第１回目は８月２９日（木）、第２回目は１月３０日(木)に１５時１５分より本校で行いま

す。地域の学校のコーディネーターの方、福祉関係の方等ご案内いたしますので、よろしくお願いします。 

 

 

 特別支援学校は、地域の特別支援教育のセンター的な役割を果たすために、支援を必要としている幼稚園、

保育園、小学校、中学校、高等学校のお子さんや保護者、学校などへの支援のお手伝いをしています。本校の

職員がそれぞれの学校等へ伺う訪問支援、本校へ先生方に来校していただく来校支援、お電話や FAX、メー

ルでの相談支援、また教材・教具の貸し出し等の対応ができます。（学校等へ伺う場合は、旅費相当分をご負

担いただく場合があります。） 

 昨年度は、色々な方法で２０の学校等の相談に対応させていただきました。今年度も、色々な形でご相談に

応じていきたいと考えていますので、何かありましたらご連絡ください。本校は、肢体不自由のお子さんの通

う特別支援学校ですが、障がいの種類は問わず相談をお受けします。 

 なお、ご相談内容によって『くろーばーねっとわーく』が対応します。 

（相談支援部 犬養幸恵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お困りごとがあったら？連絡してください！ 

根釧地区特別支援教育ネットワーク協議会（くろーばーねっとわーく）とは、根釧地区特別支援

教育ネットワーク協議会のことで、根釧地区にある４つの特別支援学校の連携組織です。根室・釧路

管内の教育にかかわる相談を全般的にお受けしています。 

http://www.clover-net.hokkaido-c.ed.jp/ 

第１回学校公開 終わる 

～今年度も予定しています～ 
 ・肢体不自由、病弱・身体虚弱特別支援学級学習会 
 ・白糠町、釧路市音別地区における保・幼・小・中・高 

  のコーディネーター等及び関係機関研究協議会 
 

～地域の学校等の相談に応じます～ 

 

 


